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このたびは、ヤマハCDレシーバーCRX-E150をお買い求
めいただきまして、誠にありがとうございます。
CRX-E150の優れた性能を充分に発揮させると共に、永
年支障なくお使いいただくためにも、ご使用前にこの取扱
説明書を必ずお読みください。
お読みになったあとは、保証書と共に大切に保管してくだ
さい。

取扱説明書

ご使用の前に必ずお読みください

保証書の手続きを
お買い求めいただきました際、購入店で必ず保証書の手
続きを行ってください。保証書に販売店名、購入日など
の記入がありませんと、保証期間中でも万一サービスの
必要がある場合に実費をいただくことがありますので、
充分ご注意ください。
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Printed in Malaysia  V707650

ヤマハホットラインサービスネットワークは、本機を末永く、安心してご愛用いただけるためのものです。
サービスのご依頼、お問い合わせは、お買上げ店、またはお近くのサービス拠点にご連絡ください。

●保証期間
お買い上げ日より1年間です。

●保証期間中の修理
保証書の記載内容に基づいて修理させていただきます。
詳しくは保証書をご覧ください。

●保証期間が過ぎているとき
修理によって製品の機能が維持できる場合にはご要望に
より有料にて修理いたします。

●修理料金の仕組み
◆ 技術料 故障した製品を正常に修復するための料金

です。
技術者の人件費、技術教育費、測定機器等
設備費、一般管理費等が含まれています。

◆ 部品代 修理に使用した部品代金です。その他修理
に付帯する部材等を含む場合もあります。

◆ 出張料 製品のある場所へ技術者を派遣する場合の
費用です。別途、駐車料金をいただく場合
があります。

●補修用性能部品の最低保有期間
補修用性能部品の最低保有期間は、製造打切り後8年
(テープデッキは6年)です。この期間は通商産業省の指
導によるものです。補修用性能部品とは、その製品の機
能を維持するために必要な部品です。

●持ち込み修理のお願い
故障の場合、お買い上げ店、または最寄りのヤマハ電気
音響製品サービス拠点へお持ちください。

●製品の状態は詳しく
サービスをご依頼なさるときは製品の状態をできるだけ
詳しくお知らせください。また製品の品番、製造番号な
どもあわせてお知らせください。
※品番、製造番号はAV製品の背面もしくは底面に表示
してあります。

●スピーカーの修理
スピーカーの修理可能範囲はスピーカーユニットなど振
動系と電気部品です。尚、修理はスピーカーユニット交
換となりますので、エージングの差による音色の違いが
出る場合があります。

●摩耗部品の交換について
本機には使用年月とともに性能が劣化する摩耗部品(下
記参照)が使用されています。摩耗部品の劣化の進行度
合は使用環境や使用時間等によって大きく異なります。
本機を末永く安定してご愛用いただくためには、定期的
に摩耗部品を交換されることをお薦めします。
摩耗部品の交換は必ずお買い上げ店、またはヤマハ電気
音響製品サービス拠点へご相談ください。

ヤマハ株式会社
〒430-8650 浜松市中沢町10-1

A V国内営業部 TEL (053) 460－3451
AV･IT品質保証部 TEL (053) 460－3405

住所および電話番号は変更になることがあります。

■ヤマハAV製品の修理、サービスパーツに関する
お問合せは

（ヤマハ電気音響製品サービス拠点）
北海道 〒064-8543 札幌市中央区南十条西1-1-50 ヤマハセンター内

TEL (011) 512 - 6108

仙　台 〒984-0015 仙台市若林区卸町5-7 仙台卸商共同配送センター3F
TEL (022) 236 - 0249

首都圏 〒211-0025 川崎市中原区木月1184
TEL (044) 434 - 3100

浜　松 〒435-0016 浜松市和田町200 ヤマハ（株）和田工場内
TEL (053) 465 - 6711

名古屋 〒454-0058 名古屋市中川区玉川町2-1-2
ヤマハ（株）名古屋流通センター3F

TEL (052) 652 - 2230

大　阪 〒565-0803 吹田市新芦屋下1-16
ヤマハ（株）千里丘センター内

TEL (06) 6877 - 5262

広　島 〒731-0113 広島市安佐南区西原6-14-14
TEL (082) 874 - 3787

四　国 〒760-0029 高松市丸亀町8-7
（株）ヤマハミュージック神戸 高松店内

TEL (087) 822 - 3045

九　州 〒812-8508 福岡市博多区博多駅前2-11-4
TEL (092) 472 - 2134

※このページは、安全にご使用いただくためにAV製品全
般について記載しております。

■ヤマハAV製品の機能や取扱いに関するお問合せは

お客様ご相談センター

TEL (03) 5488－5500（転送）
FAX (053) 460－2777
住所 〒430-8650

静岡県浜松市中沢町10-1
ご相談受付時間　10:00～12:00，13:00～17:00
（土・日・祝日及び弊社が定めた日は休業とさせてい
ただきますのであらかじめご了承ください。）

摩耗部品の一例
ボリュームコントロール、スイッチ・リレー類、接続端子、ランプ、
ベルト、ピンチローラー、磁気ヘッド、光ヘッド、モーター類など

ヤマハホットラインサービスネットワーク

★永年ご使用のAV製品の点検を！

こんな症状はありませんか？

● 電源コード・プラグが異常に熱い。
● コゲくさい臭いがする。
● 電源コードに深いキズか変形がある。
● 製品に触れるとピリピリと電気を感じる。
● 電源を入れても正常に作動しない。
● その他の異常・故障がある。

愛情点検

すぐに使用を中止してください。

事故防止のため電源プラグをコンセントから抜き、必
ず販売店に点検をご依頼ください。
なお、点検・修理に要する費用は販売店にご相談くださ
い。



安全上のご注意（安全に正しくお使いいただくために）

安全上のご注意 I

　�警告�この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が�想定される内容を示しています。�

絵表示の例�

気をつけなければならない内
容を表しています。�
たとえば　　は「感電注意」
を示しています。�

してはいけない行為を表して
います。�
たとえば　　は「分解禁止」
を示しています。�

必ずしなければならない行為
を表しています。�
たとえば　　は「電源プラグ
をコンセントから抜くこと」
を示しています。�

この取扱説明書および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や財産�
への損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。内容をよく理解してから本文をお読みください。�

こ�の�「�安�全�上�の�ご�注�意�」�に�書�か�れ�て�い�る�内�容�に�は�、�お�客�様�が�購�入�さ�れ�た�製�品�に�含�ま�れ�な�い�も�の�も�記�載�さ�れ�て�い�ま�す�。�

ま�
を�
か�

その�まま使�用する�と、�火災�・�感電の�原因�となり�
す�。�煙が�出�な�くな�るの�を�確�認�して�販�売�店に�修理�
ご�依頼�く�だ�さい�。�お客�様�に�よ�る修�理�は�危険�です�
ら絶対におやめください。�

煙が出たり変なにおいや音がし�
たら�、�すぐ�に電�源ス�イッ�チを�切�
り、�電源プラグを抜く�

販売店にご連絡�ください。�そのまま使用す�ると�
火災�・�感電の原因となります。�

機器の内部に水や異物が入っ�
た�場�合�は�、�ま�ず�電�源�スイ�ッ�チ�を�
切�り�、�電源プラグを抜く�

火災・感電の原因となります。内部の点検・
整備・修理は販売店にご依頼ください。�

分解禁止�

分解・改造を絶対しない�
(キャビネットをはずすことも
含む)

水や金�属類を�入れたり�、�ぬらさ�
ない�

火災�・�感電の原因となります。�
本機の上に水などの入った容器や小さな金属物�
を置かないで�ください。�また、�本機を�水滴などが�
落ちる場所に設置しないでください。�

電源電圧交流�100V以外の電�
圧で使用しない�

火災�・�感電の原因となります。�
本機を使用�できるのは�日本国内の�みです。�船舶�
などの直流�(DC)電源には接続しないでくださ�
い。�

供給電力を超える消費電力
の機器を、電源供給コンセン
トに接続しない�

火災の原因となります。接続機器の消費電力
の合計が本機背面に表示されている供給電力
を超えないようにしてください。また、供給
電力内であっても電源を入れたときに大電流
の流れる機器（電熱器具、ヘアドライヤー、
電子レンジなど）は接続しないでください。�
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安全上のご注意 II

　�警告�この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が�想定される内容を示しています。�

火災の原因となります。�

放熱のため：�
布やテーブルクロスをかけない�
じゅうたん・カーペットの上には、設置しない�
あおむけや横倒しには設置しない�
通気性の悪い狭いところへは押し込まない�
他の機器とは重ねて設置しない�

そのまま使用すると、火災・感電の原因とな
ります。販売店に修理をご依頼ください。お
客様による修理は危険ですから絶対におやめ
ください。�

落としたりして本機を損傷した
場合は、電源スイッチを切り、
電源プラグを抜く�

陶器やガラス類などを置かな
い�

振動により落ちたり、倒れたり、割れたりする
とケガをする恐れがあります。 

火のついたローソクなどを置
かない�

雷が鳴っているときは、ア
ンテナ線や電源プラグに触
れない�

火災・感電の原因となったり、火傷をする恐
れがあります。�

電源コード・プラグを破損す
るようなことをしない�
（傷つける、加工する、熱器具に近づけ
る、無理に曲げる・ねじる、引っぱる、
束ねる、重いものをのせるなどしない）�

火災・感電の原因となります。�
● コードやプラグの修理は販売店にご相談く 
   ださい。�

火災・感電の原因となります。�

乾電池は充電しない�

液もれ、破損などを起こし、けが、やけどの原因になります。�

感電の原因となります。�

風呂、シャワー室などで使
用しない�



安全上のご注意

安全上のご注意 III

　�注意�この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定される�内容、および物的損傷のみの発生が想定される内容を示しています。�

加湿器を使用する場合は、本機との間に十分
なスペースをとり、加湿しすぎないようにし
てください。本機内部に結露が生じると故障
するだけでなく、火災・感電の原因となりま
す。�

各機器を接続する場合は電
源プラグを抜き、説明に従っ
て接続する�

各々の機器の取扱説明書をよく読み、接続に
は指定のコードを使用してください。�

移動するときは電源スイッチ
を切り、必ず電源プラグを
抜き、外部の接続コードを外
す�

コードが傷つくと火災・感電の原因となります。�

お手入れの際は、安全のた
め電源プラグを抜く�

感電の原因となります。�

濡れた手で電源プラグの抜
き差しをしない�

感電の原因となります。�

電源プラグは根元まで確実に
差し込む�

電源プラグのほこりなどは
定期的に取り除く�

プラグにほこりなどがたまると、湿気などで
絶縁不良となり、火災の原因となります。�
● 電源プラグを抜き、乾いた布でふいてくだ 
 さい。�

差し込みが不完全ですと、感電や発熱による火
災の原因となります。�
● 抜くときは必ずプラグを持ち、コードを引っ 
 ぱらないでください。�
● 傷んだプラグ、ゆるんだコンセントは使わな 
 いでください。�

�

振動のある場所、ぐらつい
た台の上や傾いた所など不
安定な場所に置かない�

落ちたり、倒れたりしてけがの原因となりま
す。�

湿気やほこりの多い場所に置
かない�

直射日光が当たる場所など
異常に温度が高くなる場所
に置かない�

キャビネットや部品に悪い影響を与えたり、内
部の温度が上昇し、火災の原因となります。�



は
じ
め
に

安全上のご注意

安全上のご注意 IV

　�注意�この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定される�内容、および物的損傷のみの発生が想定される内容を示しています。�

行う�と、�より�効�

1年に一度くらいは内部の掃除を販売店にご相談ください。�
本機�の内�部に�ほこ�りが�たま�ったまま�長い�間掃�除し�ない�と、�火災�や故�障の�原因�となる�こと�があ�りま�す。�特に�、�湿気�の�多くな�る梅雨�期の�前に�
果的です。�なお、�掃除費用については販売店にご相談ください。�

VOLUME

ヘッドホンを使うときは、音
量を上げすぎない�

大きな音で聞くと、聴力障害などの原因とな
ります。�

再生を始める前には音量を
最小にする�

突然大きな音が出て聴力障害などの原因とな
ります。�

長期間使わないときは、必ず
電源プラグを抜く�

火災の原因となることがあります。�

乾電池はショート、分解、加
熱、火に入れるなどしない�

発熱、液もれ、破裂などを起こし、けが、やけ
どの原因になります。�

指定以外の乾電池は使用しな
い�

また、種類の違う乾電池、新しい電池と古い電池
を混ぜて使用しないでください。電池の破裂、液
もれにより、火災・けがや周囲を汚損する原因と
なります。�

付属のリモコンに電池を挿
入する場合、極性表示（プラ
ス    とマイナス    ）通りに
入れる�

間違えると電池の破裂、液もれにより、火災・
けがや周囲を汚損する原因となることがあり
ます。�

アンテナ工事には、技術と経験が必要ですので、販売店にご相談ください。�



単3乾電池×2 AMループアンテナ×1FM屋内アンテナ×1

はじめに、次のことをお確かめください。

1. 保証書にお買い上げ店名を記入してもらいましたか。

2. 付属品はすべてそろっていますか。

＜付属品＞
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CDの取り扱いについて
• 本機のCDプレーヤーは以下のマークの入った
ディスクが再生できます。

他の種類のディスクは再生しないでください。
• 本機の性能を十分生かすために、信頼できるメー
カーのCD-RおよびCD-RWをご使用ください。

• ハート型など、規格外の変型CDを再生しないで
ください。正しく再生できないばかりでなく故障
の原因となることがあります。

• クリーニング用ディスクや、ゆがんだディスクを
かけないでください。

• シールやテープを貼ったディスクをかけないでく
ださい。

• 演奏面(文字やラベルのない面)に触れないでくだ
さい。

• 文字のある面に、硬い鉛筆やボールペンなどで書
き込まないでください。信号をそこないますの
で、演奏面と同様にキズをつけないよう注意して
ください。

• 指紋やほこりなどの汚れがつくと、雑音や音とび
の原因になります。汚れがついたときは、柔らか
い布で、中央から縁の方向にまっすぐ軽くふき
とってください。

• ディスククリーナーやレコード用のスプレー、静
電気防止剤、ベンジンなどの化学溶剤などをディ
スクの汚れとりに使わないでください。

• ディスクを、直射日光のあたる場所や暖房器具の
そば、ほこりや湿気の多い場所に置かないでくだ
さい。
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おもな特長

● 定格出力:25W+25W(6 Ω、1kHz、
0.1%THD)の高音質パワーアンプ

● 40局プリセットFM/AMチューナー

● サブウーファー出力端子

● MD、カセットを付属リモコンで集中制御

● S-bit DAC

● 光デジタル出力

● CD TEXT対応

● CD-RW再生可能

CDレシーバーCRX-E150は、ヤマハPianoCraft(ピアノクラフト)シリーズのメインユニットです。追加
で充実したシステムコンポーネントをお楽しみいただけるよう別売のMDレコーダーMDX-E100とカセッ
トデッキKX-E100を用意しています。

もくじ
おもな特長 .................................................. 1

各部の名称
フロントパネル........................................... 2
ディスプレイ .............................................. 2
リモコン ...................................................... 3

ご使用のまえに
リモコンについて....................................... 4
スピーカー、アンテナの接続 ................... 5
システムの接続........................................... 6

基本の操作 ......................................... 7

FM/AM放送の受信
選局のしかた .............................................. 8
放送局のプリセット................................... 9

CDの再生....................................... 10
時間とCDテキストの表示 .................... 11
ランダム再生 ........................................... 11
リピート再生 ........................................... 12
プログラム再生........................................ 12

タイマーの使いかた
時刻の合わせかた.................................... 14
ディスプレイの明るさ調節 .................... 14
タイマー再生／録音 ................................ 15
スリープタイマー.................................... 16

接続機器の操作
MDレコーダーMDX-E100とカセット
デッキKX-E100のリモコン操作..... 17

システム録音のしかた
ダビングモードの選択 ............................ 18
シンクロ録音 ........................................... 18
テーププログラム.................................... 19

ご参考
故障かな？と思ったら ................. 20～21
仕様 ........................................................... 21

<レシーバー部> <CD プレーヤー部>

音楽を楽しむエチケット
楽しい音楽も時と場所によっては大変気になるものです。隣近所への配慮

を充分にしましょう。静かな夜間には小さな音でもよく通り、特に低音は床

や壁などを伝わりやすく、思わぬところに迷惑をかけてしまいます。適当な

音量を心がけ、窓を閉めたり、ヘッドホンをご使用になるのも一つの方法で

す。音楽はみんなで楽しむもの、お互いに心を配り快適な生活環境を守りま

しょう。

「音のエチケット」�

これは日本電子機械工業

会「音のエチケット」キャ

ンペーンのシンボルマー

クです。
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各部の名称

フロントパネル

1 STANDBY/ON(スタンバイ/オン)ボタン (P.7)
2 STANDBY(スタンバイ)インジケーター (P.7)
3 TIMER(タイマー)インジケーター (P.15)
4 DISPLAY(ディスプレイ) ボタン
5 MEMORY(メモリー)/TIME ADJ(タイムアジャ
スト)ボタン (P.9,14)

6 AUTO/MAN'L(オート/マニュアル)/TIMER(タ
イマー)ボタン (P.8,15)

7 PRESET/BAND(プリセット /バンド)ボタン
(P.8)

8 ディスプレイ (P.2)
9 <TUNER が入力に選択されているとき>
PRESET/TUNING(プリセット/チューニング)
/ ボタン (P.8)

<CD が入力に選択されているとき>
$ /! /⁄ /› (スキップ / サーチ)ボタン
(P.10)

NATURAL SOUND CD RECEIVER  CRX-E150

STANDBY

DISPLAY

BASS

– + – + L R

MIN

MIN MAX

HOURTIMERTIME ADJ

TREBLE BALANCE

INPUT

VOLUME

MEMORY AUTO/MAN'L PRESET/BAND PRESET/TUNING

PHONES

STANDBY/ON

TIMER

1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

q w e r t y u i o

0 VOLUME(ボリューム)つまみ (P.7)
q PHONES(ヘッドホン)端子 (P.7)
w ディスクトレイ
e BASS(バス)つまみ (P.7)
r TREBLE(トレブル)つまみ (P.7)
t BALANCE(バランス)つまみ (P.7)
y (ディスクトレイ開閉)ボタン (P.10)
u INPUT(インプット)セレクター (P.7)
i &(停止)ボタン (P.10)
o ^(再生/一時停止)ボタン (P.10)
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は
じ
め
に

1 POWER(パワー)ボタン (P.7)
2 プリセット局番号選択ボタン (1～8)* (P.9)
3 A/B/C/D/E(プリセットグループ)選択ボタン*
(P.9)

4 PRESET(プリセット) / 選局ボタン* (P.9)
5 TUNER(チューナー)選択ボタン (P.9)
6 MD選択ボタン (P.17)
7 TAPE(テープ)選択ボタン (P.17)
8 CD選択ボタン (P.10)
9 AUX(AUX端子に接続した機器)選択ボタン
0 SLEEP(スリープ)ボタン (P.16)
q DISPLAY(ディスプレイ)ボタン (P.15)
w VOLUME(ボリューム)ボタン (P.7)
* TUNER が入力に選択されているとき

<メモ>
• 5～9は、各機器の入力選択およびリモコンの
操作切りかえに使います。

CD が入力に選択されているとき
1 POWER(パワー)ボタン (P.10)
2 ダイレクト選曲(数字)ボタン (P.10)

• +100ボタンはMDX-E100の操作に使用で
きます。

3 REP(リピート)ボタン (P.13)
4 PROG(プログラム)ボタン (P.13)
5 RANDOM(ランダム)ボタン (P.12)
6 TEXT/TIME(テキスト/タイム)ボタン (P.14)
7 ^(再生/一時停止)ボタン (P.10)
8 $ !(早戻しスキップ/サーチ)ボタン (P.10)
9 ⁄ ›(早送りスキップ/サーチ)ボタン (P.10)
0 &(停止)ボタン (P.10)
q CD選択ボタン (P.10)

各部の名称

リモコン

1 時刻、周波数、動作状況などを表示します。
2 PRESET(プリセット)表示 (P.9)
3 STEREO(ステレオ)表示 (P.8)
4 AUTO(オート)表示 (P.8)
5 REP S/F (シングル/フルリピート)表示 (P.12)
6 PROGRAM(プログラム)表示 (P.12)

ディスプレイ

TIMER SLEEP
STEREO AUTO F PROG A BRANDOMSREP

MEMORY TUNED CD-TEXTTITLEARTIST TRACK
PRESET

1

9 0 q w e

2 3 4 5 6 7 8

1,1

2,2

5

7
8,q
9

q
w

3

4
6

0

3 4
5

6
7
9
0

8

POWER

1 2 3

1 2 3
4 5 6

4 5 6
7 8 9

7 8
0 +10 +100

REP RANDOM PROG

A B C
TEXT/TIME R. TIME

D E

TAPE
DIRECTION

     PRESET TUNER PRESET     

MD CD TAPE

AUX

MD
REC/PAUSE

TAPE
REC/PAUSE

MODE

SLEEP DISPLAY

DUBBING

VOLUME

START

7 RANDOM(ランダム)表示 (P.11)
8 A  B (テープ面)表示 (P.19)
9 TIMER(タイマー)表示 (P.15)
0 SLEEP(スリープ)表示 (P.16)
q MEMORY(メモリー)表示 (P.9)
w TUNED(チューンド)表示 (P.8)
e CD-TEXT (CDテキスト)表示 (P.11)
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■リモコンの使用範囲

ご注意
• 受信部とリモコンの間に障害物があると操作できないこと
があります。

• 受信部に直射日光や強い照明(インバーター蛍光灯など)が当
たっていると、リモコンが働きにくくなります。照明また
は本体の向きをかえてください。

■ 保護フィルムのはがしかた
お買い上げ時のリモコン表面には、輸送中のキズつ
きを防ぐための保護フィルムが貼られています。
フィルムをはがすときは、セロハンテープなどを
フィルムに密着させてから、テープごと引きはがし
てください。

ご注意
• リモコン表面をつめなどで引っかかないでください。

ご使用のまえに

リモコンについて
付属のリモコンを使って、本機のほか、別売のカセッ
トデッキKX-E100、MDレコーダーMDX-E100
の操作ができます。各機器の操作に関しては、17
ページおよびそれぞれの取扱説明書をご覧ください。

■乾電池の入れかた

1. 裏ぶたをはずす
2. 単3乾電池(2個)をいれる
3. 裏ぶたを戻す

■乾電池の交換
リモコン受信部に近寄らないと動作しないときは、
乾電池を交換してください。

ご注意
乾電池は誤った使いかたをすると、液もれや破れつすることが
ありますので、次の点に注意してください。
• 乾電池のプラス(+)とマイナス(－)の向きを表示どおり正し
く入れてください。

• 新しい乾電池と一度使用した乾電池をまぜて使わないでく
ださい。

• 種類のちがう乾電池(アルカリとマンガンなど)をまぜて使わ
ないでください。

• 乾電池が使えなくなったり、本機を長い間使われないとき
は、乾電池をすべて取り出してください。

• 液もれのときは、液にふれないよう、また衣服などにつか
ないよう気をつけながら、ケースの中についた液をよくふ
きとってください。

2

1

3

約6メートル以内

NATURAL SOUND CD RECEIVER  CRX-E150

STANDBY

DISPLAY

BASS

– + – + L R

MIN

MIN MAX

HOURTIMERTIME ADJ

TREBLE BALANCE

INPUT

VOLUME

MEMORY AUTO/MAN'L PRESET/BAND PRESET/TUNING

PHONES

STANDBY/ON

TIMER

30° 30°

リモコン受信部

PO
W

ER

1

1
2

2
3

3

4

4
7

7
8

8
95

5
6

6

PO
W

ER

1

1
2

2
3

3

4

4
7

7
8

8
95

5
6

6
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デジタル�

オプティカル�

システム接続�

テープ�

入力�

出力�

出力� 出力�

入力�

入力�

左�

出力�

サブ�
ウ－ファ－�

＋�

－�

スイッチ連動�

電源コンセント�

MD

AUX

D

A

B

C

100W  MAX.

右�

右� 左�

アンテナ�

FM ANT
75Ω UNBAL.

GND – AM ANT

/スピーカー�6Ω  MIN.

スピーカー�

ご使用のまえに

スピーカー、アンテナの接続

接続が完了するまでは、絶対に本機の電源コードをコンセントにつながないでください。
付属のコード等を使って、下記の手順のとおりに接続してください。

スピーカー(右) 3. FMアンテナ

2. AMアンテナ

スピーカー(左)

1
4. 電源コンセントへ

3. FMアンテナをつなぐ
付属のFM屋内アンテナを、FM ANT端子に接
続してください。
すべての接続完了後、受信の際には、放送を聞き
ながら、ひずみやノイズの最も少ない位置に、先
端部を押しピンなどで壁などに固定します。

4. 電源コードをコンセントへつなぐ
システム接続(次ページ参照)をふくむ全ての接続
が終わってから、電源コードをコンセントにつ
ないでください。
• 接続するときの電源プラグの向き(極性)に
よって音が変わることがあります。お好みの
向きで接続してください。

<メモ>
• 付属のアンテナで放送がきれいに聞こえないとき
は、屋外アンテナを使用してください（設置のし
かたなど、くわしくは販売店にお問合せくださ
い）。

• AMループアンテナを本体に近づけると雑音が入
ることがあります。できるだけ本体から離してく
ださい。

■別売のサブウーファーをつなぐ
サブウーファーを追加することで、低音をより豊か
に再生することができます。本体のサブウーファー
出力端子に、アンプ内蔵型サブウーファーの入力端
子をオーディオ用ピンコードで接続してください。

1. スピーカーをつなぐ
1スピーカー端子を左にまわしてゆるめます。
2コード先端の絶縁部を10mm程はがしてバ
ラけないようにねじり、スピーカー端子の穴
に差し込みます。

3スピーカー端子を右にまわしてしっかりと締
めます。

2. AMアンテナをつなぐ
付属のループアンテナを組み立ててから本体に
接続します。すべての接続完了後、受信の際に
は、放送が最もきれいに聞こえる方向に調節し
てください。

1

2

3

GND AM ANT

赤：（＋）
黒：（－）

FM ANT
75 Ω UNBAL
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OUTA
L

IN B

R

SYSTEM
CONNECTOR

オプティカル�

システム接続�

出力� 出力�

サブ�
ウ－ファ－�

＋�

－�

スイッチ連動�

100W  MAX.

右� 左�

アンテナ�

FM ANT
75Ω UNBAL.

GND – AM ANT

/スピーカー�6Ω  MIN.

スピーカー�

デジタル�

電源コンセント�

テープ�

入力�

出力�

入力�

入力�

左�

出力�

MD

AUX

D

A

B

C

右�

ANALOG DIGITAL
OPTICALIN

LD OUT

1

IN

2

R

C
SYSTEM

CONNECTOR

<MDX-E100>

<KX-E100>

<CRX-E150>

システムの接続
本機にお手持ちのMDレコーダー、カセットデッキを接続してもお使いいただけますが、MDX-E100、KX-
E100を接続することで、便利なシステム機能(タイマー再生／録音や、シンプルな操作で録音編集)がお使
いになれます。詳しい接続についてはそれぞれの機器の取扱説明書をご覧ください。

1. アナログ音声端子の接続をする。
オーディオ接続コードを使って、Å～Îの印字が対応する端子どうしを接続します。
• 本機の入力端子çにMDX-E100の出力端子çを、本機の出力端子ÎにMDX-E100の入力端子Î

を接続します。
• 本機の入力端子ÅにKX-E100の出力端子Åを、本機の出力端子ıにKX-E100の入力端子ıを
接続します。

• 本機のAUX入力端子には、お手持ちのオーディオ機器が接続できます。レコードプレーヤーを接続
する場合は、別途フォノイコライザーアンプが必要になることがあります。詳しくはレコードプレー
ヤーの取扱説明書をご覧ください。

2. デジタル音声端子の接続をする(MDX-E100)。
市販の光ファイバーケーブル（EIAJ規格に適合するもの）を使って、本機のデジタル出力端子を、MDX-
E100のデジタルオプティカル入力端子に接続します。光ファイバーケーブルと、機器の端子にある
キャップをはずしてから接続してください。長い間使われないときは、ほこりが入らないように、かな
らずキャップをしてください。
デジタル接続により、より高音質の録音ができます。

3. システム接続する。
システム接続コードを使って、本機とMDX-E100、MDX-E100とKX-E100の各システム接続端子
を接続します。システム接続コードはMDX-E100、KX-E100に各1本付属しています。

4. 電源コンセント
MDX-E100（またはKX-E100）の電源コードを接続します。
• 電源プラグの向き(極性)によって音が変わることがあります。お好みの向きで接続してください。

ご注意
• すべての機器の電源コンセントとシステム接続コードの端子を確実に差し込んでから、本機をオンにしてください。また、機器が
オンの状態のときは電源コードやシステム接続コードを抜き差ししないでください。

ご使用のまえに

光ファイバーケーブル

システム
接続コード

オーディオ
接続コード

システム接続コード

電源コンセントへ

1

3

2 4
工場検査用の端子ですので
お使いになれません。
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基本の操作
ここでは、FM/AM放送の受信、CDや接続機器の再
生に必要な基本の操作を説明します。

POWER

1 2 3

1 2 3
4 5 6

4 5 6
7 8 9

7 8
0 +10 +100

REP RANDOM PROG

A B C
TEXT/TIME R. TIME

D E

TAPE
DIRECTION

     PRESET TUNER PRESET     

MD CD TAPE

AUX

MD
REC/PAUSE

TAPE
REC/PAUSE

MODE

SLEEP DISPLAY

DUBBING

VOLUME

START

1. 本体のVOLUMEつまみをまわして音量を
｢MIN｣にあわせておく

2. STANDBY/ONボタン(またはリモコンの
POWERボタン)を押して電源を入れる

PHONES

TREBLE VOLUMESTANDBY/ON

BALANCE INPUT

POWER

VOLUME－/＋

• 本機の電源オン/スタンバイを切り換えると、
リアパネルの電源コンセントに接続されてい
る別売MDX-E100、KX-E100も連動して
切り換わります。ただし、本機がオンのとき
に各接続機器側で切ったときは、その後本機
で切り換えできません。

3. INPUTセレクターをまわして再生したい接
続機器を選ぶ

4. 再生する
各機器の取扱説明書を参照してください。

5. VOLUMEつまみ(またはリモコンのVOLUME
－/+で音量を調節する

6. お好みに合わせて音質を調節する
BASS: 右(+)にまわすと低音が強調され、

左(－)にまわすと低音がおさえられ
ます。

TREBLE: 右(+)にまわすと高音が強調され、
左(－)にまわすと高音がおさえられ
ます。

BALANCE: 左右のスピーカーから出力される
音のバランスを変えることができ
ます。スピーカーの配置やお部屋
の形に合わせて調節してください。

■ヘッドホン(別売)を使うなら
PHONES端子に接続します。
• インピーダンス16Ω～50Ω(推奨32Ω)で、直
径3.5mmステレオミニプラグ付のヘッドホンを
お使いください。

■本機を使いおわったら
STANDBY/ONボタン(またはリモコンのPOWER
ボタン ) を押して、本機をスタンバイ状態
(STANDBYインジケーターが点灯)にします。
• 電源プラグがコンセントに接続されていて、本機
がオフの状態をスタンバイ(STANDBY)状態とい
います。このとき、本機はメモリー保持のためご
くわずかな電力を消費しております。

BASS

NATURAL SOUND CD RECEIVER  CRX-E150

STANDBY

DISPLAY

BASS

– + – + L R

MIN

MIN MAX

HOURTIMERTIME ADJ

TREBLE BALANCE

INPUT

VOLUME

MEMORY AUTO/MAN'L PRESET/BAND PRESET/TUNING

PHONES

STANDBY/ON

TIMER
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FM/AM放送の受信

選局のしかた
オート(自動)選局とマニュアル（手動）選局がありま
す。

■オート選局

1. INPUTセレクターをまわして、TUNERを
入力に選択する
周波数などがディスプレイに表示されます。

2. PRESET/BANDボタンを押してFMまた
はAMを選ぶ
ディスプレイのPRESET表示が消えていること
を確認してください。

3. AUTO/MAN'Lボタンでオート選局を選ぶ
ボタンを押してディスプレイのAUTO表示を点
灯させます。

4. 高い周波数の放送局を探すにはPRESET/
TUNING を、低い周波数の放送局を探す
ときは を押す

自動的に選局して停止し、TUNEDが点灯しま
す。

5. 受信した放送局が希望の局でないときは、
もう一度PRESET/TUNINGボタンを押す

<メモ>
• オート選局で希望の局を受信できないときは、マ
ニュアル選局で正確な周波数を選んでください。

• ステレオ放送を受信するとSTEREOが点灯しま
す（電波が弱いと点灯しないことがあります）。

■マニュアル選局

1. オート選局の手順1、2をおこなう
2. AUTO/MAN'Lボタンでマニュアル選局を
選ぶ
ボタンを押してディスプレイのAUTO表示を消
します。

3. 高い周波数の放送局を探すにはPRESET/
TUNING を、低い周波数の放送局を探す
ときは を押して、希望の局の周波数にあ
わせる
押しつづけると連続して周波数がかわります。

STEREO AUTO
TUNED

PRESET/BAND INPUT

PRESET/
TUNING /AUTO/MAN'L

NATURAL SOUND CD RECEIVER  CRX-E150

STANDBY

DISPLAY

BASS

– + – + L R

MIN

MIN MAX

HOURTIMERTIME ADJ

TREBLE BALANCE

INPUT

VOLUME

MEMORY AUTO/MAN'L PRESET/BAND PRESET/TUNING

PHONES

STANDBY/ON

TIMER
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操
作
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し
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た

■マニュアルプリセット

1. プリセットしたい放送局を選局する
選局のしかたについては、前ページをご覧くだ
さい。

2. MEMORYボタンを押す
3. 手順 2 から 5 秒以内に、P R E S E T /
TUNING または ボタンを押してプリセッ
トグループ(A～E)と局番(1～8)を選ぶ
ボタンを押すごとに、A1,A2...A8,B1...の順で
切りかわります。ボタンを押しつづけると、プリ
セットグループのみが切りかわります( 例:
A3,B3,C3...)。

4. 手順3から5秒以内に、MEMORYボタン
を押す
MEMORY表示、PRESET表示とプリセット番
号が点灯します。プリセット番号と登録された
周波数の間に矢印が約1秒間あらわれます。

<メモ>
• 一度登録したプリセット番号に、別の放送局を上
書きできます。

• 電源コードを電源コンセントからはずしても、1
週間までならばプリセット局を記憶しています。
それ以上経過すると記憶が消えることがありま
す。

FM/AM放送の受信

放送局のプリセット
あらかじめ放送局をプリセット(登録)しておけば、簡
単なボタン操作で選局することができます。A～Eま
での5グループに各8局、合計40局までプリセッ
トできます。

POWER

1 2 3

1 2 3
4 5 6

4 5 6
7 8 9

7 8
0 +10 +100

REP RANDOM PROG

A B C
TEXT/TIME R. TIME

D E

TAPE
DIRECTION

     PRESET TUNER PRESET     

MD CD TAPE

AUX

MD
REC/PAUSE

TAPE
REC/PAUSE

MODE

SLEEP DISPLAY

DUBBING

VOLUME

START

PRESET/TUNING /

MEMORY PRESET/BAND INPUT

■ オートプリセット

1. INPUTセレクターをまわして、TUNERを
入力に選択する

2. MEMORYボタンを2秒程度押しつづける
オートプリセットが始まり、AUTO 表示と
MEMORY表示が点滅します。終わるとA1のプ
リセット局が表示されます。
• 電波の強い放送局を低い周波数から順に、
A1、A2と自動登録します。

• FM局を先に、次にAM局を登録します。

■プリセットした放送局の呼び出し
本体で:
1 INPUTセレクターをまわしてTUNERを入力に
選択する

2 PRESET/BANDボタンを押してディスプレイの
PRESET表示を点灯させる

3 PRESET/TUNING または ボタンで局番を
選ぶ

リモコンで:
1 TUNERボタンでTUNERを入力に選択する
2 A/B/C/D/Eボタンでプリセットグループを、1
～8の数字ボタンで局番を選ぶ

• PRESET/TUNING / (またはリモコンの
PRESET / )を押しつづけると、プリセット
グループ(A～E)が切り換わります。

1～8

A/B/C/D/E

TUNER

PRESET /

NATURAL SOUND CD RECEIVER  CRX-E150

STANDBY

DISPLAY

BASS

– + – + L R

MIN

MIN MAX

HOURTIMERTIME ADJ

TREBLE BALANCE

INPUT

VOLUME

MEMORY AUTO/MAN'L PRESET/BAND PRESET/TUNING

PHONES

STANDBY/ON

TIMER

STEREO
MEMORY TUNED

PRESET

プリセット番号
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■CDを再生するには

1. 電源を入れる
本機のSTANDBY/ONボタンまたはリモコン
のPOWERボタンを押します。

2. リモコンで操作するときはCD選択ボタン
を押す

CDの再生
STANDBY/ON

^&

⁄/›$/! 3. ボタンを押してディスクトレイをあけ、
文字のある面を上にしてディスクを入れる

4. ^ボタンを押す
CDの再生が始まります。

<メモ>
• ファイナライズされていないCD-R、CD-RW
ディスクは正常に再生されません。本機で再生す
る前に必ず、CDレコーダーでファイナライズし
てください。

■一時停止するには
^ボタンを押す
つぎに再生を始めるときは、もう一度^ボタンを
押してください。

■再生を止めるには
&ボタンを押す

■ディスクを取り出すには
ボタンを押してディスクトレイをあけ、ディスク
を取り出す

■選曲するには
ダイレクト選曲
ダイレクト選曲ボタンでお好みの曲の番号を選ぶ
例： 25番目の曲を選ぶには

(+10)ボタンを2回押して"2＿"が表示された
ら、(5)ボタンを押します。

スキップ選曲
次の曲に進むには⁄/›(早送りスキップ/サーチ)
ボタンを、再生中の曲の頭に戻るには$/!(早戻
しスキップ/サーチ)ボタンを押す
ボタンを押すたびに1曲ずつ進み(戻り)ます。

<メモ>
• ディスクに収録されている曲数以上の番号は選択
できません。

• 停止または一時停止中もスキップ操作ができます。

■聴きたいところを探すには
スキップ/サーチボタン⁄/›(送り)または
$/!(戻し)を押しつづける
再生が早送り(早戻し)されます。聴きたいところで指
を離してください。

POWER

1 2 3

1 2 3
4 5 6

4 5 6
7 8 9

7 8
0 +10 +100

REP RANDOM PROG

A B C
TEXT/TIME R. TIME

D E

TAPE
DIRECTION

     PRESET TUNER PRESET     

MD CD TAPE

AUX

MD
REC/PAUSE

TAPE
REC/PAUSE

MODE

SLEEP DISPLAY

DUBBING

VOLUME

START

POWER

ダイレクト
選曲ボタン

CD

$ !/⁄ ›

&
^

NATURAL SOUND CD RECEIVER  CRX-E150

STANDBY

DISPLAY

BASS

– + – + L R

MIN

MIN MAX

HOURTIMERTIME ADJ

TREBLE BALANCE

INPUT

VOLUME

MEMORY AUTO/MAN'L PRESET/BAND PRESET/TUNING

PHONES

STANDBY/ON

TIMER
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時間とCDテキストの表示
TEXT/TIMEボタンで、4種類の時間表示を選択で
きます。CDテキストが収録されているディスクの再
生中は、ディスク名、アーティスト名、曲名などの表
示もできます。

TEXT/TIMEボタンを押すたびに、表示が次のよう
に切りかわります。

<メモ>
• CD TEXTディスクにディスク名、アーティスト
名、曲名が収録されていないときは、No Entry
と表示され、2秒後に経過時間表示になります。

CDの再生

POWER

1 2 3

1 2 3
4 5 6

4 5 6
7 8 9

7 8
0 +10 +100

REP RANDOM PROG

A B C
TEXT/TIME R. TIME

D E
TEXT/TIME

曲名

ランダム再生
ディスク内の全曲をランダム(順不同)で再生します。

RANDOMボタンを押す
• ディスプレイのRANDOM表示が点灯し、ラ
ンダム再生が始まります。

■ランダム再生のキャンセル
&ボタンまたはRANDOMボタンを押す
• RANDOM表示が消えます。

<メモ>
• プログラム操作およびプログラム再生中には、ラ
ンダム再生はできません。

• ランダム再生中に⁄/›(早送りスキップ/サー
チ)ボタンを押すと、ランダムに次に選ばれた曲が
再生されます。

• $/!(早戻しスキップ/サーチ) ボタンを押す
と、再生中の曲の頭に戻ります。

• ランダム再生中は、ディスクの総残り時間は表示
されません。

再生中の曲の経過時間

再生中の曲の残り時間

ディスクの総収録時間

ディスクの総残り時間

• 再生中のディスクにCDテ
キストが収録されていると
きは、CD TEXT表示が点灯
します。

ディスク名

アーティスト名

POWER

1 2 3

1 2 3
4 5 6

4 5 6
7 8 9

7 8
0 +10 +100

REP RANDOM PROG

A B C
TEXT/TIME R. TIME

D E

RANDOM

再生中の曲の番号
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CDの再生

リピート再生
ディスク全体またはお好みの曲をリピート(繰り返し)
再生します。REPボタンでリピートモードを選択し
てください。

シングルリピートモード
再生中の曲をリピート再生します。

フルリピートモード
ディスク全体をリピート再生します。
• ランダム再生中は、毎回異なる順序でランダム再
生が繰り返されます。

リピート再生のキャンセル
REPEAT表示が消えるまで、REPボタンを押す

POWER

1 2 3

1 2 3
4 5 6

4 5 6
7 8 9

7 8
0 +10 +100

REP RANDOM PROG

A B C
TEXT/TIME R. TIME

D E

プログラム再生
プログラム機能を使って、ディスク内の曲を最大20
曲までお好みの順序で再生できます。

1. &ボタンを押して再生を停止する

2. PROGボタンを押す
3. 数字ボタンを使って曲番を選び、ディスプ
レイに表示させる

4. 手順3をくり返し、お好みの曲をプログラ
ムする

5. ^ボタンを押してプログラム再生を始め
る

POWER

1 2 3

1 2 3
4 5 6

4 5 6
7 8 9

7 8
0 +10 +100

REP RANDOM PROG

A B C
TEXT/TIME R. TIME

D E

TAPE
DIRECTION

     PRESET TUNER PRESET     

MD CD TAPE

AUX

MD
REC/PAUSE

TAPE
REC/PAUSE

MODE

SLEEP DISPLAY

DUBBING

VOLUME

START

REP

数字ボタン

PROG

$ !/⁄ ›

&

^

SREP

FREP

PROG
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■プログラム再生の停止
&ボタンを押す
<メモ>
• スキップ/サーチボタン⁄/›(送り)と$/!
(戻し)で、プログラムされた曲の中でのスキップ
選曲ができます。

■プログラムの確認

1. 停止中に、PROGボタンを押す
2. スキップ/サーチボタン⁄/›(送り)ま
たは$/!(戻し)を押す
押すたびにプログラムした曲が順番に表示され
ます。

■プログラムの変更

1.「プログラムの確認」の手順にしたがって、
変更したいプログラム番号を表示させる

2. 数字ボタンを使って、新しくプログラムし
たい曲番を選ぶ
前にプログラムされていた曲は取り消され、新
しい曲がその場所にプログラムされます。

■全プログラムの解除
停止中に、&ボタンを押す
<メモ>
• ディスクトレイを開けたり、スタンバイ状態にし
ても、同様にプログラムが解除されます。

CDの再生
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1. DISPLAYボタンを押してClock Timeを
選ぶ

2. TIME ADJボタンを押したまま、HOURボ
タンで｢時｣を合わせる
• 押しつづけると連続して進みます。
• TIME ADJボタンとPRESET/BANDボタ
ンを押したままHOURボタンを押すと、逆方
向に進みます。

• 時刻は12時間表示です。
真夜中: AM 12:00
正午: PM 12:00

3. TIME ADJボタンを押したまま、MINボタ
ンで｢分｣を合わせる
• TIME ADJボタンとPRESET/BANDボタ
ンを押したままMINボタンを押すと、逆方向
に進みます。

■時刻を表示するには
DISPLAYボタンを押す
現在の時刻が約8秒間表示されます。

<メモ>
• 停電や電源コードを抜いた状態で5分以上経過し
てしまったら、もう一度時刻を合わせなおしてく
ださい。

タイマーの使いかた

時刻の合わせかた
タイマー機能を使うまえに時刻を合わせます。

ディスプレイの明るさ調節
本機でディスプレイの明るさを調節できます。MDX-
E100、KX-E100をシステム接続しているときは、
各機器のディスプレイも同時に調節されます。

Dimmer(ディマー)±0表示がでるまで、DISPLAY
ボタンを約 2 秒間押しつづけます。そのまま
DISPLAYを押した状態で、INPUTセレクターをま
わして明るさを調節します。左にまわすと暗く、右に
まわすと明るくなります。

調節できる範囲: －6～±0　(初期設定は±0)

DISPLAY HOUR MIN

TIME ADJ PRESET/BAND

DISPLAY

INPUT

NATURAL SOUND CD RECEIVER  CRX-E150

STANDBY

DISPLAY

BASS

– + – + L R

MIN

MIN MAX

HOURTIMERTIME ADJ

TREBLE BALANCE

INPUT

VOLUME

MEMORY AUTO/MAN'L PRESET/BAND PRESET/TUNING

PHONES

STANDBY/ON

TIMER

NATURAL SOUND CD RECEIVER  CRX-E150

STANDBY

DISPLAY

BASS

– + – + L R

MIN

MIN MAX

HOURTIMERTIME ADJ

TREBLE BALANCE

INPUT

VOLUME

MEMORY AUTO/MAN'L PRESET/BAND PRESET/TUNING

PHONES

STANDBY/ON

TIMER
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タイマー再生／録音
タイマー機能を使って、指定した時間に自動的に再
生、録音ができます。

1. DISPLAYボタンを押す
ボタンを押すたびに、ディスプレイのモード表
示が以下のように切りかわります。

1. Clock Time設定モード
時刻を合わせていないときは、Set Clockと
表示されます。前ページの手順にしたがって
時刻を合わせてください。

2. Timer Input選択モード
INPUTセレクターをまわしてタイマ－再生ま
たは録音したい入力を選択してください。
• タイマー録音ができるのは、TUNERまた
はAUXを入力に選んだときのみになりま
す。

3. Timer REC選択モード
INPUTセレクターをまわして録音機器（テー
プ、MD)を選択してください。
TUNERかAUXをタイマー再生したいとき
は、REC Mode OFFを選択してください。

タイマーの使いかた
MDレコーダーMDX-E100、カセットデッキKX-E100を本機と組みあわせてタイマー再生またはタイマー
録音ができます。その場合はあらかじめシステム接続(P.6参照)をしてください。MDX-E100、KX-E100
の取扱説明書も合わせてご覧ください。

4. ON Time設定モード
タイマー再生または録音を開始する時間を設
定します。
ON Timeが約2秒表示された後、時刻設定
の表示になります。
HOURボタンで｢時｣を合わせます。
MINボタンで｢分｣を合わせます。

5. OFF Time設定モード
ON Timeと同じ要領で時刻を合わせてくださ
い。タイマー再生またはタイマー録音が、設
定した時間に終了します。

<メモ>
• 各モードの表示時間は約8秒間です。設定終了前
に表示が変わってしまったら、DISPLAYボタン
でもう一度そのモードを表示して、設定しなおし
てください。

• 2.Timer InputでTUNERかAUX以外を選んだ
ときは、3.Timer RECは選択できません。

2. TIMERボタンを押してタイマー設定を完了
する
ON Time設定モードまたは OFF Time設定モー
ドのときに TIMERボタンを押すと、本機および
システム接続された機器がスタンバイ状態にな
り、TIMERインジケーターとSTANDBYイン
ジケーターが点灯します。
• 続けてご使用になりたいときは、STANDBY/
ONボタンを押して電源を入れてください。

■タイマー設定の取り消し
DISPLAYボタンを押して、Clock Timeモード(現
在の時刻)を表示している間にTIMERボタンを押し
てください。TIMERインジケーターが消えます。ス
タンバイ状態でTIMERボタンを押しても取り消しで
きます。

<メモ>
• 停電や電源コードを抜いた状態で５分以上経過
し、Clock Time設定モードで Set Clock と表
示されたときは、もう一度時刻を合わせなおして
ください。

(例)

TIMER INPUT

DISPLAY HOUR MIN

NATURAL SOUND CD RECEIVER  CRX-E150

STANDBY

DISPLAY

BASS

– + – + L R

MIN

MIN MAX

HOURTIMERTIME ADJ

TREBLE BALANCE

INPUT

VOLUME

MEMORY AUTO/MAN'L PRESET/BAND PRESET/TUNING

PHONES

STANDBY/ON

TIMER
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スリープタイマー
選択した時間が経過すると自動的に動作を止め、ス
タンバイ状態になるので、聴きながらおやすみにな
れます。

1. お聴きになりたいものを再生する
2. SLEEPボタンを押して時間を選択する
ボタンを押すたびに、再生時間が次のように切
り換わります。

時間を選んだ 4 秒後にもとの表示に戻り、
SLEEP表示が点灯します。

• 選択した時間が経過すると自動的に再生終了
し、スタンバイ状態になります。

<メモ>
• スリープタイマーとタイマー再生／録音を併用し
たときは、先に設定時間に達したほうで動作が止
まります。ご注意ください。

• スリープタイマー作動中にSLEEPボタンを押す
と、残り時間が表示されます。さらにつづけてボ
タンを押すと、上記のように時間が切り換りま
す。

タイマーの使いかた

SLEEP 2h00m

     PRESET TUNER PRESET     

MD CD TAPE

AUX

MD
REC/PAUSE

TAPE
REC/PAUSE

MODE

SLEEP DISPLAY

DUBBING

VOLUME

START

SLEEP 1h30m

SLEEP 1h00m

SLEEP OFF

SLEEP

SLEEP 0h30m
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MDレコーダー<MDX-E100>
MDX-E100を操作するには、最初にqMD選択ボ
タンを押してください。

1 POWER(パワー)ボタン

2 数字ボタン

3 REP(リピート)ボタン

4 RANDOM(ランダム)ボタン

5 TEXT/TIME(テキスト/タイム)ボタン

6 PROG(プログラム)ボタン

7 ^(再生/一時停止)ボタン

8 $ !(早戻しスキップ/サーチ)ボタン

9 ⁄ ›(早送りスキップ/サーチ)ボタン

0 &(停止)ボタン

q MD選択ボタン

w MD REC/PAUSE(レック/ポーズ)ボタン

カセットデッキ<KX-E100>
KX-E100を操作するには、最初に6TAPE選択ボ
タンを押してください。

1 POWER(パワー)ボタン

2 ^(再生)ボタン

3 $ !(巻き戻し)ボタン

4 ⁄ ›(早送り)ボタン

5 &(停止)ボタン

6 TAPE選択ボタン

7 TAPE REC/PAUSE(レック/ポーズ)ボタン

接続機器の操作

MDレコーダーMDX-E100と

カセットデッキKX-E100のリモコン操作

1,1

2

3 6

7,2

4

5

0,5

8,3 9,4

6q

w 7

POWER

1 2 3

1 2 3
4 5 6

4 5 6
7 8 9

7 8
0 +10 +100

REP RANDOM PROG

A B C
TEXT/TIME R. TIME

D E

TAPE
DIRECTION

     PRESET TUNER PRESET     

MD CD TAPE

AUX

MD
REC/PAUSE

TAPE
REC/PAUSE

MODE

SLEEP DISPLAY

DUBBING

VOLUME

START



18

ダビングモードの選択
システム接続された機器の間で、4種類のダビング
モードを選択できます。ダビングモードを選択すれ
ば、それぞれの方法で自動的に録音が始まり、終了し
ます。

1. CRX-E150とすべての接続機器を停止状
態にする

2. DUBBING MODE(ダビングモード)ボタン
を押して、ダビングモードを選ぶ
ボタンを押すたびに、表示が次のように切り換
わります。

• テープの頭から録音が始まります。
続けてDUBBING START(ダビングスター
ト)ボタンを押すと、テープが途中まで進んで
しまっているときでも自動的に巻き戻されま
す。

• A面の終わりで曲が切れたときは、同じ曲を
B面の頭に録音します。

• B面の終わりに近づいたら自動的にフェイド
アウトします。

システム録音のしかた
MDレコーダーMDX-E100、カセットデッキKX-E100を使って録音するときは、あらかじめシステム接
続(P.6参照)をしてください。MDX-E100、KX-E100の取扱説明書も合わせてご覧ください。本機のAUX
入力端子に接続されている機器の音源をMDやテープに録音することもできます。

D E

TAPE
DIRECTION

     PRESET TUNER PRESET     

MD CD TAPE

AUX

MD
REC/PAUSE

TAPE
REC/PAUSE

MODE

SLEEP DISPLAY

DUBBING

VOLUME

STARTDUBBING
MODE

DUBBING
START

2

3

4

録音する音源になる

録音する音源になる

1

MD
REC/PAUSE

TAPE
REC/PAUSE

&

^

CD

• CD=TAPEと同様

• 音源になるテープの頭から録音します。続け
てDUBBING START(ダビングスタート)ボ
タンを押すと、音源のテープが途中まで進ん
でしまっているときでも自動的に巻き戻され
ます。

3. DUBBING START(ダビングスタート)ボ
タンを押す

<メモ>
• 1～4のうち、本機に接続されていない機器を
含むダビングモードは選択できません。

■ダビングの停止
録音中の機器(MDX-E100またはKX-E100)の&ボ
タンを押す

シンクロ録音
CDからMD、テープへの録音が、一つのボタン操作
で開始/終了できます。

1. CDボタンを押す
2. MDに録音するときはMD REC/PAUSE
ボタンを、テープに録音するときはTAPE
REC/PAUSE ボタンを押す

3. ^ボタンを押す
MDX-E100または KX-E100で自動的に録音
が開始します。

■録音の停止
&ボタンを押す
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テーププログラム
指定したテープの長さから、自動的に残り時間を計
算して、時間内におさまるよう録音の曲順をプログ
ラムしたり、その長さに収録できるか確認できます。

!マニュアルテーププログラム

1. 録音するディスクとテープをそれぞれの機
器に入れる

2. CDボタンを押す
3. R.TIME(レックタイム)ボタンをくり返し押
して、テープの長さを指定する
ボタンを押すたびに、テープの長さが次のよう
に切り換わります。

• 数字ボタンを使って長さを指定することもで
きます。１桁ずつ入力してください(50分を
指定するには(5)ボタンを押してから(0)ボタ
ンを押す)。

4. PROGボタンを押す
• ディスプレイのA B(テープ面)表示が点灯
して、現在選ばれているテープ面をお知らせ
します。

システム録音のしかた

90          60

46         54

5. 数字ボタンを使って曲番を選ぶ
• 手順5をくり返してプログラムしていきます。
• 録音テープの残り時間がCDのディスプレイ
に表示されます。プログラムした曲がテープ
の残り時間より長いときは、｢TM Over｣と表
示されます。

6. R.TIME(レックタイム)ボタンを押して、B
面に切りかえる
• 手順5をくり返してプログラムしていきます。

7. DUBBING MODEボタンでCD=TAPE
を選び、DUBBING STARTボタンを押す
録音が始まります。

@自動テーププログラム
1. ｢マニュアルテーププログラム｣の手順1～
3をおこなう

2. REPボタンを押して、自動プログラムを始
める
• CDの曲順にできるだけ従いながら、A面B面
に効率的にふりわけて自動的に曲順をプログ
ラムします。終わったらディスプレイに次の
ように表示されます。

P.13「プログラムの変更」の手順にしたがって、
プログラムされた内容を変更することができま
す。

3. DUBBING MODEボタンでCD=TAPE
を選び、DUBBING STARTボタンを押す
録音が始まります。

■ダビングの停止
KX-E100の&ボタンを押す

■テーププログラムの解除
ダビング停止中に、CRX-E150の&ボタンを押す

<メモ>
• CDに20曲以上収録されている場合、本機でプ
ログラムできるのは最初の20曲までです。21
曲目からは、テープに余白があってもプログラム
できません。

POWER

1 2 3

1 2 3
4 5 6

4 5 6
7 8 9

7 8
0 +10 +100

REP RANDOM PROG

A B C
TEXT/TIME R. TIME

D E

TAPE
DIRECTION

     PRESET TUNER PRESET     

MD CD TAPE

AUX

MD
REC/PAUSE

TAPE
REC/PAUSE

MODE

SLEEP DISPLAY

DUBBING

VOLUME

START

REP

R.TIME

PROG

DUBBING
MODE

DUBBING
START

PROG B

(例)計11曲がプログラムされたとき
CD
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故障かな？と思ったら
下記のようなときは故障でないことがありますので、修理やサービスをお申しつけになるまえにご確認くだ
さい。対処してもなおらないとき、または下記以外の異常があるときは、電源プラグをコンセントから抜い
て、お買い上げ店かヤマハ電気音響製品サービス拠点にお問合せ、サービスご依頼ください。

こんなとき
STANDBY/ONボタンを押し
ても電源がオンにならない。

片方のスピーカーから音が出な
い。

本機に接続している機器からの
音がでない。

音声が突然出なくなる。

正常に動作しない。

音がひずむ。

タイマーがスタートしない。

FM放送受信中にザーっという
ノイズが入る。

AM放送受信中にノイズが入る。

プリセットした放送局が呼び出
せない。

再生が始まらない。

再生が遅れる、または途中から
始まる。

システム録音がうまくいかない。

考えられる原因
電源プラグの接続が不完全。

スピーカーの接続が不完全。

接続があっていない。

入力の選択があっていない。

ショートなどの原因により保護
回路が作動している。

誤操作や強い外来ノイズ(雷によ
る電源電圧の異常など)のために、
操作を受け付けなくなっている。

本機に接続されている録音機器
(MDX-E100,KX-E100)の電源
コンセントが抜かれている。

時計がセットされていない。

何らかの電波干渉を受けている。

テレビからの雑音、または放送
局間の干渉音をひろっている。

プリセット登録内容が消えてし
まっている。

ディスクにキズがある。

本機内のレーザー読み取り部に
水滴がついている。

ディスクが裏返しにセットされ
ている。

ディスクがひどく汚れている。

ディスクにキズがある。

システム接続が不完全。

なおしかた
電源プラグをコンセントにしっ
かりと差し込んでください。

正しく接続されているかお確か
めください。

接続を確認し、改善されないと
きはコードを取り替えてくださ
い。

再生中の機器を入力に選んでく
ださい。

スピーカー配線が相互に接触し
ていないことを確認してから、
本機をオンにしてください。

電源プラグを抜き、1分後に再
びつないで操作をやりなおして
ください。

いったん本機の電源を切ってか
ら、録音機器のコンセントを差
し込んでください。

現在の時刻を合わせてください。

アンテナの位置を変えるか、屋
外用アンテナを設置してくださ
い。

テレビを消すか、テレビから離
してください。

もう一度プリセットしなおして
ください。

他のディスクを入れてください。

電源を入れ、20～30秒待って
から再生してください。

文字のある面を上にしてくださ
い。

前ページの要領で汚れを拭き
とってください。

他のディスクを入れてください。

接続を確認してください。

レ
シ
ー
バ
ー

Ｃ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー
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こんなとき
音とびする。

ハム音がでる。

本機内から雑音が聞こえる。

リモコンで操作できない。

リモコン操作中にテレビの動作
がおかしくなる。

考えられる原因
本機が振動の多い場所に置かれ
ている。

ディスクが汚れている。

接続が不完全

ディスクがゆがんでいる。

乾電池が消耗している。

リモコンと本体の距離が遠すぎ
る。

受信部に直射日光やインバー
ター蛍光灯などの照明が当たっ
ている。

テレビのリモコン受信部が本機
のリモコンの信号を受けている。

なおしかた
本機を振動のない場所に移動し
てください。

前ページの要領で汚れを拭き
とってください。

接続を確認し、改善されないと
きはコードを取り替えてくださ
い。

他のディスクを入れてください。

乾電池を交換してください。

リモコンは本体から6m以内で
操作してください。

本体または照明の向きを変えて
ください。

本体をテレビから離れたところ
に置いてください。

ご参考

Ｃ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー

リ
モ
コ
ン

* 仕様、および外観は、改良のため予告なく変更すること
があります。

本機は「高調波ガイドライン」適合品です。
* 「高調波ガイドライン」適合品とは、通産省・資源エネ
ルギー庁の定めた「家電・汎用品高調波抑制対策ガイド
ライン」に基づき、商用電力系統の高調波環境目的レベ
ルを考慮して設計・製造した製品です。

仕様
アンプ部

定格出力
.....................25W+25W (1kHz, 0.1%THD, 6Ω)
実用最大出力
......... 30W+30W (EIAJ, 1kHz, 10%THD, 6Ω)
入力感度／入力インピーダンス
（MD/テープ/AUX）............. 170mV /47kΩ

周波数特性
MD他.................... 20Hz～20kHz、±0.5dB

全高調波歪率（20Hz～20kHz）
MD他、12.5W、6Ω............................ 0.04%

信号対雑音比（IHF-A）
MD他→メインL/R、250mV（入力ショート）
...................................................................... 98dB

出力電圧／入力インピーダンス
録音出力....................................170mV/1.2kΩ
サブウーファー出力 ..................... 2.0V/1.2kΩ
ヘッドホン出力 .......................... 0.35V/270Ω

チューナー部

受信周波数範囲
FM ....76.0MHz～108.0MHz /50kHz step
AM ............... 531Hz～1611Hz /9kHz step

実用感度
FM(モノラル).......................................... 1.0μV
AM .................................................... 300μV/m

CD部

D/Aコンバーター .................................... S-bit DAC

電源・その他

電源電圧.................................AC 100V, 50/60Hz
消費電力............................................................... 57W
待機消費電力 ...................................................... 1.4W
寸法(幅x高さx奥行き) ... 217 x 168 x 312mm
重量 .................................................................... 5.0kg
付属品 .................................................... リモコン×1

単3乾電池×2
FM屋内アンテナ×1

AMループアンテナ×1
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CRX-E150
CD RECEIVER

POWER

1 2 3

1 2 3
4 5 6

4 5 6
7 8 9

7 8
0 +10 +100

REP RANDOM PROG

A B C
TEXT/TIME R. TIME

D E

TAPE
DIRECTION

     PRESET TUNER PRESET     

MD CD TAPE

AUX

MD
REC/PAUSE

TAPE
REC/PAUSE

MODE

SLEEP DISPLAY

DUBBING

VOLUME

START

このたびは、ヤマハCDレシーバーCRX-E150をお買い求
めいただきまして、誠にありがとうございます。
CRX-E150の優れた性能を充分に発揮させると共に、永
年支障なくお使いいただくためにも、ご使用前にこの取扱
説明書を必ずお読みください。
お読みになったあとは、保証書と共に大切に保管してくだ
さい。

取扱説明書

ご使用の前に必ずお読みください

保証書の手続きを
お買い求めいただきました際、購入店で必ず保証書の手
続きを行ってください。保証書に販売店名、購入日など
の記入がありませんと、保証期間中でも万一サービスの
必要がある場合に実費をいただくことがありますので、
充分ご注意ください。

NATURAL SOUND CD RECEIVER  CRX-E150

STANDBY

DISPLAY

BASS

– + – + L R

MIN

MIN MAX

HOURTIMERTIME ADJ

TREBLE BALANCE

INPUT

VOLUME

MEMORY AUTO/MAN'L PRESET/BAND PRESET/TUNING

PHONES

STANDBY/ON

TIMER

Printed in Malaysia  V707650

ヤマハホットラインサービスネットワークは、本機を末永く、安心してご愛用いただけるためのものです。
サービスのご依頼、お問い合わせは、お買上げ店、またはお近くのサービス拠点にご連絡ください。

●保証期間
お買い上げ日より1年間です。

●保証期間中の修理
保証書の記載内容に基づいて修理させていただきます。
詳しくは保証書をご覧ください。

●保証期間が過ぎているとき
修理によって製品の機能が維持できる場合にはご要望に
より有料にて修理いたします。

●修理料金の仕組み
◆ 技術料 故障した製品を正常に修復するための料金

です。
技術者の人件費、技術教育費、測定機器等
設備費、一般管理費等が含まれています。

◆ 部品代 修理に使用した部品代金です。その他修理
に付帯する部材等を含む場合もあります。

◆ 出張料 製品のある場所へ技術者を派遣する場合の
費用です。別途、駐車料金をいただく場合
があります。

●補修用性能部品の最低保有期間
補修用性能部品の最低保有期間は、製造打切り後8年
(テープデッキは6年)です。この期間は通商産業省の指
導によるものです。補修用性能部品とは、その製品の機
能を維持するために必要な部品です。

●持ち込み修理のお願い
故障の場合、お買い上げ店、または最寄りのヤマハ電気
音響製品サービス拠点へお持ちください。

●製品の状態は詳しく
サービスをご依頼なさるときは製品の状態をできるだけ
詳しくお知らせください。また製品の品番、製造番号な
どもあわせてお知らせください。
※品番、製造番号はAV製品の背面もしくは底面に表示
してあります。

●スピーカーの修理
スピーカーの修理可能範囲はスピーカーユニットなど振
動系と電気部品です。尚、修理はスピーカーユニット交
換となりますので、エージングの差による音色の違いが
出る場合があります。

●摩耗部品の交換について
本機には使用年月とともに性能が劣化する摩耗部品(下
記参照)が使用されています。摩耗部品の劣化の進行度
合は使用環境や使用時間等によって大きく異なります。
本機を末永く安定してご愛用いただくためには、定期的
に摩耗部品を交換されることをお薦めします。
摩耗部品の交換は必ずお買い上げ店、またはヤマハ電気
音響製品サービス拠点へご相談ください。

ヤマハ株式会社
〒430-8650 浜松市中沢町10-1

A V国内営業部 TEL (053) 460－3451
AV･IT品質保証部 TEL (053) 460－3405

住所および電話番号は変更になることがあります。

■ヤマハAV製品の修理、サービスパーツに関する
お問合せは

（ヤマハ電気音響製品サービス拠点）
北海道 〒064-8543 札幌市中央区南十条西1-1-50 ヤマハセンター内

TEL (011) 512 - 6108

仙　台 〒984-0015 仙台市若林区卸町5-7 仙台卸商共同配送センター3F
TEL (022) 236 - 0249

首都圏 〒211-0025 川崎市中原区木月1184
TEL (044) 434 - 3100

浜　松 〒435-0016 浜松市和田町200 ヤマハ（株）和田工場内
TEL (053) 465 - 6711

名古屋 〒454-0058 名古屋市中川区玉川町2-1-2
ヤマハ（株）名古屋流通センター3F

TEL (052) 652 - 2230

大　阪 〒565-0803 吹田市新芦屋下1-16
ヤマハ（株）千里丘センター内

TEL (06) 6877 - 5262

広　島 〒731-0113 広島市安佐南区西原6-14-14
TEL (082) 874 - 3787

四　国 〒760-0029 高松市丸亀町8-7
（株）ヤマハミュージック神戸 高松店内

TEL (087) 822 - 3045

九　州 〒812-8508 福岡市博多区博多駅前2-11-4
TEL (092) 472 - 2134

※このページは、安全にご使用いただくためにAV製品全
般について記載しております。

■ヤマハAV製品の機能や取扱いに関するお問合せは

お客様ご相談センター

TEL (03) 5488－5500（転送）
FAX (053) 460－2777
住所 〒430-8650

静岡県浜松市中沢町10-1
ご相談受付時間　10:00～12:00，13:00～17:00
（土・日・祝日及び弊社が定めた日は休業とさせてい
ただきますのであらかじめご了承ください。）

摩耗部品の一例
ボリュームコントロール、スイッチ・リレー類、接続端子、ランプ、
ベルト、ピンチローラー、磁気ヘッド、光ヘッド、モーター類など

ヤマハホットラインサービスネットワーク

★永年ご使用のAV製品の点検を！

こんな症状はありませんか？

● 電源コード・プラグが異常に熱い。
● コゲくさい臭いがする。
● 電源コードに深いキズか変形がある。
● 製品に触れるとピリピリと電気を感じる。
● 電源を入れても正常に作動しない。
● その他の異常・故障がある。

愛情点検

すぐに使用を中止してください。

事故防止のため電源プラグをコンセントから抜き、必
ず販売店に点検をご依頼ください。
なお、点検・修理に要する費用は販売店にご相談くださ
い。
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